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問６-1 日常生活への不安 

問６で「１ とても不安を感じる」「２ 多少不安を感じる」と回答された方におうかがいします。 

あなたは、日常生活全般で不安に感じることはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

 

日常生活への不安については、「急に具合（体調）が悪くなったりしたときのこと」が65.6％

で最も多く、次いで「自分自身や家族の健康のこと」が56.6％、「自分自身や家族が認知症に

なること」が51.8％となっている。 

前回調査と比較すると、「急に具合（体調）が悪くなったりしたときのこと」の割合は16.8

ポイント、「生活のための収入や預貯金が減少すること」の割合は11.5ポイントそれぞれ前回

より高くなっている。（問6-1） 

【問 6-1 日常生活への不安（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.6 

48.8 

10.9 

7.8 

18.7 

5.6 

6.5 

28.2 

6.3 

7.3 

16.0 

6.7 

52.6 

34.0 

19.9 

4.9 

0.7 

8.2 

0 20 40 60 80
(MA%)

前回調査(n=10,568)

56.6 

65.6 
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13.7 

39.7 
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6.9 

51.8 
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020406080

自分自身や家族の健康のこと

急に具合（体調）が悪くなったり
したときのこと

日常の食事づくり

ひとりでの買い物など外出する
こと

頼れる人がいなくなること

人との付き合いのこと

預貯金の入出金や光熱費の支払い
など、日々のお金を管理すること

生活のための収入や預貯金が減少
すること

土地や家屋など財産のこと

困りごとなど相談する相手がいな
いこと

こどもや孫の自立に関すること

悪質商法・「オレオレ詐欺」など
の特殊詐欺の被害にあうこと

自分自身や家族が認知症になる
こと

地震や水害など災害に関すること

その他

無回答

(MA%)

今回調査(n=6,987)

社会の仕組み（法律、年金や
健康保険など）が変わること

不安は感じない

※前回調査の「社会の仕組み（法律、年金や健康保険など）が変わること」「不安は感じない」は、今回調

査では設けていない。 
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問８ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大による生活への影響 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、あなたの生活にはどのような影響がありました

か。（○はいくつでも） 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による生活への影響については、「旅行や買い物など

で外出することが減った」が47.1％で最も多く、次いで「友人・知人や近所付き合いが減った」

が35.4％、「別居している家族と会う機会が減った」が27.9％となっている。一方、「特に影響

はない（特に影響はなかった）」は21.2％となっている。（問８） 

【問 8 新型コロナウイルス感染症の感染拡大による生活への影響】 
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仕事をやめた（仕事がなくなった）

仕事をする日数や時間数が減った

ボランティア活動ができなくなった

ボランティア活動をする日数や時間数が減った

旅行や買い物などで外出することが減った

友人・知人や近所付き合いが減った

別居している家族と会う機会が減った

家族と過ごす時間が増えた

医療を受ける回数が減った

医療を受ける医療費の支出が増えた

介護サービスを受ける回数が減った

メール、電話など、情報通信機器での連絡が増えた

その他の影響

特に影響はない（特に影響はなかった）

無回答

(MA%)

(n=12,794)
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問９ 新型コロナウイルス感染症に感染した経験 

あなたは、新型コロナウイルス感染症に感染した経験はありますか。（○はひとつ） 

 

新型コロナウイルス感染症に感染した経験については、「ない」が86.5％で最も多く、「ある」

は9.3％となっている。（問９） 

【問 9 新型コロナウイルス感染症に感染した経験】 
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問12 医療の相談先 

在宅で生活をしていて医療が必要になった時、どこに相談されますか。（○はいくつでも） 

 

医療の相談先については、「かかりつけの医師」が75.0％で最も多く、次いで「家族・親族」

が51.9％、「かかりつけの歯科医師」が19.2％となっている。 

新型コロナウイルス感染症拡大前である前回調査と比較すると、「かかりつけの医師」の割合

が14.5ポイント、「家族・親族」が9.7ポイント前回より高くなっている。（問12） 

【問 12 医療の相談先（経年比較）】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査の「区医師会（医療に関する相談窓口など）」は、今回調査では設けていない。 
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020406080

かかりつけの医師

かかりつけの歯科医師

かかりつけの薬剤師

訪問看護ステーション

地域包括支援センターまたは
総合相談窓口（ブランチ）

ホームヘルパー

介護支援専門員
（ケアマネジャー）

区役所・保健福祉センター

家族・親族

友人・知人

その他

わからない

無回答

(MA%)

今回調査(n=12,794)

区医師会（医療に関する
相談窓口など）
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問13 希望すれば在宅医療を受けられることの認知度 

あなたは、希望すれば在宅医療を受けられることを知っていますか。（○はひとつ） 

 

希望すれば在宅医療を受けられることを知っているかについては、「知っている」が49.0％、

「知らない」が45.3％となっている。 

新型コロナウイルス感染症拡大前である前回調査と比較すると、「知っている」の割合は前回

より5.1ポイント高く、認知度が高くなっている。（問13） 

【問 13 希望すれば在宅医療を受けられることの認知度（経年比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「知らない」は女性より男性のほうが高くなっている。（問13-a） 

【問 13-a 希望すれば在宅医療を受けられることの認知度（性別）】 
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